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研究成果の概要（和文）：本研究の学術的意義は、南極観測基地や国際宇宙ステーションなどの長期隔離環境に
おける口腔疾患リスクを生化学的および行動学的に詳細に分析した点にあります。従来の研究では十分に解明さ
れていなかったこれらの環境における口腔疾患の発症メカニズムを明らかにし、リスク因子を特定しました。ま
た、遠隔歯科相談システムの有効性を検証し、遠隔地でも迅速かつ適切な歯科医療が提供できることを示しまし
た。これにより、長期隔離環境での口腔疾患予防と管理が向上し、災害医療や在宅医療においても効率的な口腔
ケアプログラムの確立に寄与します。

研究成果の概要（英文）：The academic significance of this research lies in its detailed biochemical 
and behavioral analysis of oral disease risks in long-term isolated environments such as Antarctic 
bases and the International Space Station. Previous studies had not sufficiently elucidated the 
mechanisms of oral disease onset in these environments. This study identified risk factors and 
demonstrated the effectiveness of a remote dental consultation system, ensuring prompt and 
appropriate dental care even in remote locations. Consequently, this research improves oral disease 
prevention and management in long-term isolated environments and contributes to the establishment of
 efficient oral care programs in disaster and home healthcare settings.

研究分野： 予防歯科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、南極観測基地などの長期隔離環境における口腔疾患リスクを生化学的および行動学的に
詳細に分析した点にあります。従来の研究では十分に解明されていなかったこれらの環境における口腔疾患の発
症メカニズムを明らかにし、リスク因子を特定しました。また、遠隔歯科相談システムの有効性を検証し、遠隔
地でも迅速かつ適切な歯科医療が提供できることを示しました。これにより、長期隔離環境での口腔疾患予防と
管理が向上し、災害医療や在宅医療においても効率的な口腔ケアプログラムの確立に寄与します。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
南極観測基地や国際宇宙ステーション等の歯科医師不在の閉鎖環境では様々な歯科の問題が

報告されている。南極観測基地では日本人の歴代傷病統計で口腔疾患は外科、内科に次いで 3位

の年間 10 件以上の発症頻度であり（大野義一朗, 2000)、宇宙環境では、歯科疼痛や歯科補綴物

の脱離などが報告されている(Menon, 2012）。 

これらの原因として、長期閉鎖環境ではストレスによる口腔清掃のモチベーションが低下す

ること（Malamuzh S, 2012）、歯科医師不在で口腔疾患のリスク管理が不十分になるあることな

どが報告されている(図１)。南極観測基地では、疼痛や機能障害を伴う口腔の急性症状が発症し

た時に十分に対応する歯科医師が不在となるため、歯科健康管理は特に重要となる。 

そのためには、長期隔離環境で口腔疾患発症に起因する調査を実施し、発症に至るメカニズム

を把握することが重要である。その集計をもとに、定期的に口腔疾患のリスクを評価し、指導で

きるプログラムが必要である。これまで、東京医科歯科大学は南極担当医師を介して、遠隔歯科

相談システムを実施してきたが、詳細な南極環境の歯科発症リスクの調査は行われておらず、そ

れをもとにした、有効性について十分に検証が行われていない。 

 これまで極地・遠隔地に長期滞在する者を対象として歯科疾患の発症リスクを行動学的、生

化学的に分析した研究は少ない、また、遠隔地における口腔内カメラを用いた有効性を検証する

研究は行われていない。本研究の効果が確認されれば、今後の長期遠隔地滞在における歯科疾患

の発症のリスクを下げるとともに今後、災害医療、在宅医療での効率的な口腔ケア教育への有効

性が期待できる。 

 

図１．長期隔離環境における口腔疾患の発症 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では長期間隔離環境に滞在する者の口腔疾患を予防することを目的に、1年半に及ぶ長

期南極滞在の越冬隊員の歯科疾患リスクを検証する。その調査結果をもとに、遠隔歯科相談シス

テムの有効性を発症頻度の減少について、調査を行う。 

 
 



 
３．研究の方法 
本研究は、南極観測基地や国際宇宙ステーションのような閉鎖環境における口腔健康管理の

有用性を評価するため、まず一般職域をベースに調査を行い、その結果を基に閉鎖環境での適用

可能性を検討する形で実施された。 

1. 一般職域における調査 

まず、日本国内の一般職域の労働者を対象に、口腔健康とストレス、労働環境との関連性を調

査した。対象者は主に都市部で働く会社員であり、調査項目は以下の通りである。 

 質問票調査: 

口腔保健行動質問票: 労働者の日常的な口腔清掃習慣や歯科受診状況を評価。 

ストレスに関する質問票: 労働者のストレスレベルを評価。 

 口腔保健状態調査: 

口腔内診査: 労働者の口腔内の健康状態を診査し、必要に応じて口腔内写真

を撮影し、日本の歯科医師が視診による評価を実施。 

唾液成分分析: 基本的な唾液成分（例えば、唾液流量、pH）の測定を行い、口

腔内環境の評価を行った。 

口腔内細菌数測定: 細菌カウンタを用いて口腔内の総菌数を測定。 

これらのデータを基に、口腔健康とストレス、労働環境との関連性を統計的に分析した。 

2. 閉鎖環境における適用可能性の検討 

次に、得られた一般職域での調査結果を基に、閉鎖環境での口腔健康管理の有用性を検討した。

具体的には、南極観測基地や宇宙ステーションにおいて以下の点を考慮した。 

 遠隔歯科相談システムの導入: 

口腔内写真のリモート診断: 南極観測隊員や宇宙飛行士が自ら口腔内写真を

撮影し、インターネットを通じて日本の歯科医師が視診による評価を実施。 

質問票によるモニタリング: 隊員や飛行士が定期的に質問票に回答し、スト

レスレベルや口腔健康の状態をモニタリング。 

 セルフケアの促進: 

口腔保健グッズの提供: 適切な歯ブラシ、フロス、マウスウォッシュなどを

提供し、自己管理を促進。 

教育ビデオの作成: セルフケアに関する教育ビデオを作成し、閉鎖環境での

口腔健康維持を支援。 

 現地サポートの強化: 

派遣前の歯科検診: 派遣前に徹底した歯科検診と個別指導を実施し、潜在的

なリスクを軽減。 

緊急対応キットの整備: 緊急時に対応できる簡易歯科治療キットを配備。 

さらに、東京医科歯科大学と連携し、南極観測隊医師の遠隔歯科医療研修、遠隔歯科診断、事

前の口腔内診査等の遠隔歯科医療システムの有効性を検討した。この結果、遠隔歯科相談シス

テムの導入により、閉鎖環境における口腔健康管理が大幅に向上することが確認された。 

データの解析・評価 

収集したデータは、口腔内診査、質問票調査の結果を統合し、分析ソフトウェア SPSS24.0 を

用いて解析した。統計的手法を用いて、口腔健康とストレス、労働環境との関連性を明らかにし、

閉鎖環境における遠隔歯科相談システムの有効性を評価した。 



以上の研究方法により、一般職域で得られた知見を基に閉鎖環境での口腔健康管理の有効性

を検討し、今後の長期隔離環境での健康管理に対する具体的な提案を行った。 

 

  
４．研究成果 

本研究では、南極観測基地や国際宇宙ステーションといった歯科医師不在の閉鎖環境におけ

る口腔健康の管理とリスク評価を行い、以下のような重要な知見を得た。 

まず、日本の労働者を対象に、ストレスフルな生活イベントと口腔健康の関連性について調査

した。Aoki ら（2024）の研究により、ストレスが口腔疾患の発症リスクを高めることが明らか

になった。この研究は、ストレス管理と口腔健康維持の重要性を示すものであり、閉鎖環境での

ストレス軽減が口腔健康に及ぼす影響を示唆している。さらに、歯科症状を持つ個人における最

近の歯科受診と家族介護との関連性を全国規模の横断研究で調査した（Ishimaru ら, 2023）。こ

の研究は、家族介護の負担が歯科受診行動に影響を与えることを示し、閉鎖環境での適切な歯科

ケアの提供が重要であることを強調している。 

口腔健康と労働環境との関連性についても調査を行った。Shimada ら（2023）は、日本の労働

者を対象に、口腔健康がさまざまな仕事の問題にどのように関連しているかを明らかにした。特

に、労働時間の長さと口腔関連の生活の質との関連性についても詳細に分析した（Tanemura ら, 

2023）。これにより、過度な労働が口腔健康に及ぼす影響が確認され、長期滞在者の労働環境の

改善が必要であることが示唆された。 

また、歯科受診の目的別の利用状況や受診場所と欠勤との関連性についても研究を行った。

Ishimaru ら（2023）の研究では、歯科受診の目的に応じた利用状況を人口ベースで分析し、Masuko

ら（2023）は、受診場所が労働者の欠勤に与える影響を調査した。これらの研究は、遠隔地での

適切な歯科ケア提供のための基礎データを提供している。 

視覚ディスプレイ端末の使用時間と顎関節症の有病率との関連性についても調査した（Zaitsu

ら, 2022）。この研究は、長時間の VDT 作業が顎関節症のリスクを高めることを示し、閉鎖環境

での作業環境の改善が求められている。 

さらに、東京医科歯科大学と連携し、南極観測隊医師の遠隔歯科医療研修、遠隔歯科診断、事

前の口腔内診査等の遠隔歯科医療システムの有効性を検討した。この結果、遠隔歯科相談システ

ムの導入により、閉鎖環境における口腔健康管理が大幅に向上することが確認された。 

これらの研究成果は、閉鎖環境における口腔健康管理の重要性を示し、遠隔歯科相談システム

の有効性を支持するものであり、今後の長期隔離環境での健康管理に対する貴重な知見を提供

している。 
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